





















































































































































































































































































































時 期 鋳造期間 鋳造量 累計（指数）
１６３６－３９（寛永） ４年間 ２７５ ２７５
１６５６－５９（明暦－万治） ４年間 ５０ ３２５
１６６８－８３（寛文・天和） １６年間 １９７ ５２２（１００）
１６９７－１７０５（元禄・宝永） ９年間 ２０８ ７３０（１４０）
１７１１－１５（正徳） ５年間 ５０ ７８０（１４９）
１７１６－３５（享保） ２０年間 １８４ ９６４（１８５）
１７３６－４７（元文・延享） １２年間 ７４５ １，７０９（３２７）
１７６５－８８（明和・天明） １７年間 ①５０２
２１年間 ＊④２１５ ２，４２６（４６４）





１８６１－６３（文久） ３年間 ④１２０ ３，０７３（５８９）
１８６３－６５（文久・慶応） ３年間 ④３５０ ３，４２３（６５６）



















































































































































































８８ 松山大学論集 第１７巻 第２号



























































































































































































































































































































































































































全国人口 ソウル人口 出 典 頁
１５世紀 ２００万内外 p.２８１
１６５７年 ２，２９０，０８３ ８０，５７２ 以下，p.３４７
１６６９年 ５，０１８，６４４ １９４，０３０
１７１７年 ６，８４６，５６８ １８５，８７２
１７２６年 ＊７，０３２，４２５ 虎 p.３２６
１７５３年 ７，２９８，７３１ １７４，２０３
１７７７年 ＊７，２３８，５２２ 虎 p.３２６
１７８６年 ＊７，３５６，７８３ １９９，２２７ 虎 p.３２７






















































































































































































































































１０８ 松山大学論集 第１７巻 第２号
よって，部分的な修正は今後多く期待可能であるが，本稿で見通した趨勢は今
後の両国経済史の比較分析を行う際に大きく変わるものではないと推察する。
（後 記）
本稿執筆のため昨夏ソウル訪問の際，高麗大学経済学部の李憲昶教授から多くの
有益な教示と示唆を受けた。また，本年１月開催の貨幣史研究会西日本部会（於
甲南大学経済学部）で本稿の骨子を口頭報告したが，出席メンバーより少なからざ
る有用なコメントを得た。記して謝意を表したい。
近世貨幣流通の日朝比較史試論 １０９
